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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

第２四半期累計期間
第15期

会計期間
自平成29年７月１日
至平成29年12月31日

自平成28年７月１日
至平成29年６月30日

売上高 （千円） 575,190 1,103,607

経常利益 （千円） 86,635 155,640

四半期（当期）純利益 （千円） 60,758 109,033

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 231,759 209,953

発行済株式総数 （株） 1,531,040 1,383,200

純資産額 （千円） 1,025,816 936,661

総資産額 （千円） 1,308,495 1,193,589

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 43.22 97.87

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 39.75 86.41

１株当たり配当額 （円） － 11

自己資本比率 （％） 78.40 78.47

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 94,504 111,770

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 29,995 269

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 28,489 419,914

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,029,156 876,168

 

回次
第16期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 25.07

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

４．当社は、第15期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第15期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

５．当社は、平成29年２月13日開催の取締役会決議により、平成29年３月２日付で普通株式１株につき20株の株

式分割を行っておりますが、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当

期）純利益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。なお、当社は

前第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行っ

ておりません。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業業績や、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復

基調を維持しましたが、米国トランプ大統領の政策運営や、北朝鮮情勢の不透明感などにより依然として先行きが

不透明な状況が続いております。

　当社が属する市場および顧客においては、企業のシステム投資ニーズは非常に高いものとなっております一方

で、エンジニアの需要も高水準を維持しており、人材確保は業界共通の課題となっております。

　こうした環境の中、当社は、“ＩＴで経営の今を変える、未来を変える”のコンセプトメッセージを掲げ、クラ

ウドＥＲＰ「MA-EYES」を中心としたパッケージ事業や、システムインテグレーション事業の強化に努めてまいり

ました。

　この結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高575百万円、営業利益87百万円、経常利益87百万円、四半期

純利益61百万円となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①パッケージ事業（保守サービス含む）

　主力商品であるクラウドＥＲＰ「MA-EYES」について、新規受注が堅調に推移し、また、一括版の保守料およ

びSaaS版の利用料に関する売上が増加したことから、売上高は290百万円、セグメント利益は140百万円となりま

した。

②システムインテグレーション事業

　堅調なＩＴ需要を背景に単価・稼働率とも堅調に推移したことから、売上高は285百万円、セグメント利益は

77百万円となりました。

 

(2）財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末の総資産は1,308百万円となり、前事業年度末に比べ115百万円増加いたしました。   

これは主に、売上規模の拡大および新株予約権の行使に伴う現金及び預金の増加によるものであります。

　当第２四半期会計期間末の負債合計は283百万円となり、前事業年度末に比べ26百万円増加いたしました。    

これは主に、パッケージ事業の新規受注および保守やSaaS版利用料に係る前受金の増加によるものであります。

　当第２四半期会計期間末の純資産合計は1,026百万円となり、前事業年度末に比べ89百万円増加いたしました。

これは主に、四半期純利益計上に伴う利益剰余金の増加および新株予約権の行使による資本金および資本剰余金の

増加によるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税引前四半期純利益が87百万

円であったこと、有価証券の償還による収入があったこと、新株予約権の行使による収入があったこと等により、

1,029百万円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は95百万円となりました。これは主に、税引前四半期純利益によるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は30百万円となりました。これは主に、有価証券の償還による収入によるものであ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は28百万円となりました。これは主に、新株予約権の行使による収入によるもので

あります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に変更および新たに生じた課題はあ

りません。
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(5）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、18百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,752,000

計 4,752,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 1,531,040 1,531,040
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。

単元株式数は100株

であります。

計 1,531,040 1,531,040 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成30年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

　　　　行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日（注）
147,840 1,531,040 21,806 231,759 21,806 175,419

　（注）新株予約権の行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

  平成29年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

白岩　次郎 東京都三鷹市 608 39.71

上川　伸彦 神奈川県横浜市都筑区 126 8.26

高橋　明 東京都中央区 116 7.60

鹿取　裕樹 東京都品川区 95 6.21

㈱ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 36 2.37

熊田　圭一郎 東京都品川区 30 1.96

塩川　靖幸 東京都三鷹市 22 1.47

吉田　周作 東京都世田谷区 20 1.31

日本証券金融㈱ 東京都中央区日本橋茅場町１－２－10 14 0.91

伊藤　修久 神奈川県川崎市高津区 10 0.65

計 － 1,079 70.44

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　1,529,800 15,298 －

単元未満株式 普通株式　　　　1,240 － －

発行済株式総数 1,531,040 － －

総株主の議決権 － 15,298 －

 

②【自己株式等】

　　該当事項はありません。
 
 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第２四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成29年10月１日から平成29

年12月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年７月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年６月30日)
当第２四半期会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 936,579 1,089,573

売掛金 158,684 144,310

有価証券 30,022 －

仕掛品 － 1,463

前払費用 14,419 16,809

繰延税金資産 4,653 4,653

未収収益 68 －

未収入金 230 3,000

立替金 － 481

その他 － 274

流動資産合計 1,144,656 1,260,562

固定資産   

有形固定資産 275 246

無形固定資産 8,908 7,937

投資その他の資産   

敷金 23,396 23,396

繰延税金資産 16,354 16,354

投資その他の資産合計 39,749 39,749

固定資産合計 48,933 47,932

資産合計 1,193,589 1,308,495

負債の部   

流動負債   

買掛金 15,108 16,481

未払金 14,847 6,595

未払費用 16,016 14,796

未払消費税等 17,332 12,535

未払法人税等 41,549 31,484

未払事業所税 1,563 821

前受金 83,017 105,154

預り金 15,854 9,320

賞与引当金 － 29,928

受注損失引当金 － 185

未払配当金 － 92

流動負債合計 205,285 227,392

固定負債   

退職給付引当金 51,643 55,286

固定負債合計 51,643 55,286

負債合計 256,928 282,678

純資産の部   

株主資本   

資本金 209,953 231,759

資本剰余金 263,383 285,189

利益剰余金 463,325 508,868

株主資本合計 936,661 1,025,816

純資産合計 936,661 1,025,816

負債純資産合計 1,193,589 1,308,495
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期累計期間
(自　平成29年７月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 575,190

売上原価 326,863

売上総利益 248,327

販売費及び一般管理費 ※ 161,562

営業利益 86,765

営業外収益  

受取利息 3

有価証券利息 19

営業外収益合計 23

営業外費用  

支払利息 32

株式交付費 121

営業外費用合計 153

経常利益 86,635

税引前四半期純利益 86,635

法人税等 25,877

四半期純利益 60,758
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期累計期間
(自　平成29年７月１日
　至　平成29年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 86,635

減価償却費 1,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,643

賞与引当金の増減額（△は減少） 29,928

受注損失引当金の増減額（△は減少） 185

受取利息 △3

有価証券利息 △19

支払利息 32

売上債権の増減額（△は増加） 36,512

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,463

仕入債務の増減額（△は減少） 1,373

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,796

預り金の増減額（△は減少） △6,533

その他 △20,433

小計 126,060

利息の受取額 112

利息の支払額 △32

法人税等の支払額 △31,636

営業活動によるキャッシュ・フロー 94,504

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △60,417

定期預金の払戻による収入 60,411

有価証券の償還による収入 30,000

投資活動によるキャッシュ・フロー 29,995

財務活動によるキャッシュ・フロー  

配当金の支払額 △15,124

ストックオプションの行使による収入 43,613

財務活動によるキャッシュ・フロー 28,489

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 152,988

現金及び現金同等物の期首残高 876,168

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,029,156
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

該当事項はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は次のとおりであります。

 
　当第２四半期累計期間
（自　平成29年７月１日

　　至　平成29年12月31日）

給料及び手当 47,339

退職給付費用 1,561

賞与引当金繰入額 5,890

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
当第２四半期累計期間

（自 平成29年７月１日
至 平成29年12月31日）

現金及び預金勘定 1,089,573千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △60,417

現金及び現金同等物 1,029,156

 

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自　平成29年７月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年９月28日

定時株主総会
普通株式 15,215 11 平成29年６月30日 平成29年９月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自　平成29年７月１日　至　平成29年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

 パッケージ事業
システムインテ
グレーション事
業

計

売上高      

外部顧客への売上高 290,386 284,804 575,190 － 575,190

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 290,386 284,804 575,190 － 575,190

セグメント利益 140,493 76,555 217,048 △130,283 86,765

　（注）１．セグメント利益の調整額△130,283千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれており

　　　　　　ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間

（自　平成29年７月１日
至　平成29年12月31日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 43.22円

　（算定上の基礎）  

　四半期純利益金額（千円） 60,758

　普通株主に帰属しない金額（千円） －

　普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 60,758

　普通株式の期中平均株式数（株） 1,405,754

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 39.75円

　（算定上の基礎）  

　四半期純利益調整額（千円） －

　普通株式増加数（株） 122,617

　（うち新株予約権（株）） （122,617）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ビーブレイクシステムズ(E33232)

四半期報告書

14/16



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月６日

株式会社ビーブレイクシステムズ

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 岩　﨑　　剛　　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 中　村　憲　一　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ビーブ

レイクシステムズの平成29年７月１日から平成30年６月30日までの第16期事業年度の第２四半期会計期間（平成29年10月

１日から平成29年12月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年７月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期

財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ビーブレイクシステムズの平成29年12月31日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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